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本日のプレゼンの構成

Ⅰ. はじめに

Ⅱ．日本学術会議分科会制御パワー工学分科会の活動
(1)電気エネルギーベースで考えたC.N.達成への４つの視点
(2) 連携公開シンポジウムの企画 (Tentative)

Ⅲ.日本学術会議「C.N.に関する連絡会議」からの情報
(1) 文部科学省の資料から
(2) 経済産業省の資料から
(3) 環境省の資料から

Ⅳ．電気学会C.N.活動の紹介（2021年8月～2022年3月までの間の活動例）

Ⅴ. 電気関連施策への期待

Ⅵ. おわりに
2

3つの組織の
C.N. 活動を
電気の目線で
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Ⅰ．はじめに

＜2019年度の部門別CO2排出量＞

右図において
①エネルギー変換部門 39.1%

電源構成をどうする？ 再エネ活用, 3E＋S堅持

②産業部門 25.2%

電力変換装置や電気機器・設備→省エネ設計

日本の電力消費の60％はモータで消費

モータ効率1％改善で年間180万トンのCO2削減

③運輸部門 17.9%

自動車，鉄道，航空機等→Innovation・R&D

④業務⑤家庭 計10.6%→BEMS/HEMS等

『電気』分野は C.N.の巨大な渦の中に！ 3



Ⅱ．日本学術会議制御パワー工学分科会の活動

＜日本学術会議電気電子工学委員会制御パワー工学分科会メンバー等＞

委員長 中川聡子 学術会議会員 副委員長 岩崎 誠 学術会議連携会員 幹事 熊田亜紀子 学術会議連携会員
幹事 千住智信 学術会議連携会員 委員 金子 真 学術会議会員 委員 仙石正和 学術会議連携会員
委員 金子成彦 学術会議連携会員 委員 三瓶政一 学術会議会員 委員 永井正夫 学術会議連携会員
委員 山中直明 学術会議連携会員 委員 井村順一 学術会議連携会員 委員 堀洋一 学術会議連携会員
委員 河村篤男 学術会議連携会員 委員 大崎博之 学術会議連携会員 委員 藤﨑泰正 学術会議連携会員
ゲスト 横山明彦*  学術会議非会員

第25期：2020年10月～2023年9月 15名
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(1)電気エネルギーから考えたC.N.達成への技術的な4つの視点（非電力除く）



＜当分科会メンバーが研究対象とするC.N.技術＞

送電網インフラ強化，太陽光発電，DER，
電気エネルギーの地産地消，蓄電設備，
系統の安定化制御，洋上風力，交直送電，
非常時電源システム，Aggregation Business，
FIT・FIP・PPA，VPP，DR，HEMS, BEMS，
MaaS，Smart City，V2G，V2H，電動船舶，
電動航空機，BEV・PHV・FCV・水素エンジン車，充電
施設，・・・

青字；国交省と関連する電気関連技術. かなりの数がある.

視点1
そもそもを減らそう！

省エネ設計

C.N.

達成へ
寄与

視点2
気まぐれ再エネを活用！

蓄電と系統制御

視点3
使うからには使い倒そう！

社会課題解決への
効率的電力利用

４つの視点
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視点4
CO2排出を「減らす・消す」技術開発！

CCUS・GX・ESG投資・
炭素クレジット



(2) 連携公開シンポジウムの企画 (Tentative)

シンポジウムの構成

シンポジウム第１部；電気エネルギーをわかりやすく解説

シンポジウム第２部；C.N.社会にむけ，ゲームチェンジャーたりうる
R＆DやInnovation推進など未来社会への夢を語る

来年3月15日午後, 電気学会とのコラボで, C.N.への夢を語る公開シンポ．聴講無料. 来年2月に電気学会HPにて申込可.

中川聡子 講演；『C.N.を目指す社会への学術会議制御・パワー工学分科会の活動報告』

大崎博之 講演；『機器・システムの省エネ設計に向けた技術的寄与』

*横山明彦 講演；『再エネ導入による電力系統の諸問題に対する技術的寄与』

岩崎誠 講演；『エネルギーの有効活用による社会課題解決に向けた技術的寄与』

河村篤男 パネル；高効率電力変換器が拓く電力化社会の夢：直流配電、再生可能電力貯蔵

*圓浄加奈子 パネル；高校生による「2050年社会課題解決ピッチ」の現場から

*佐藤育子 パネル；DER活用による次世代電力ネットワーク

千住智信 パネル；電気と食料が田園都市で生産される社会を目指して

永井正夫 パネル；自動車の電動化による次世代モビリティと変容する社会

山中直明 パネル；Small-Mobility＝バッテリーがつくる豊かな暮らし

第2部 C.N.社会に『電気』が拓く夢を語る

第1部 制御パワー工学分科会の活動 ＊：会員・連携会員外（ゲスト）
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Ⅲ．日本学術会議『C.N.に関する連絡会議』からの情報
第2回会合R4年6月21日において配布された資料から主に電気関連をpick up

(1) 文部科学省の資料から（文部科学省研究開発局環境エネルギー課長土居下充洋氏の講演配布資料をもとに）

・2050年C.N.は，既存技術の展開・実装のみでは達成困難

・非連続なイノベーションをもたらす「革新的GX技術(GteX)グリーンテクノロジーズ

エクセレンス」の創出が不可欠

・我が国はアカデミアの基礎研究力に 蓄積と高いポテンシャル

・大学等における技術開発と人材育成がカギ

・GI基金等の企業支援に加えて，アカデミアへの大胆な公的投資が必要

・文科省(大学等におけるR&D・人材育成)と経産省等(企業等のR&D)の緊密な連携・協

働により，技術開発における産学連携・国際連携や産業界への持続的な人材供給を促進

研究支援と人材育成が重要？
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文部科学省研究開発局土居下充洋氏の講演配布資料から引用

文科省：『電気』と関連するC.N.のR&D予算約85億円；次世代半導体集積回路，革新的パワエレ，
革新的材料，蓄電・水素・燃料電池・太陽電池，次世代航空技術

『電
気』

8国交省と関連する電気技術多数



(2) 経済産業省の資料から

考え方；エネルギー安全保障の確保に万全を期し，その上で脱炭素を加速させるための
政策を整理？

経済産業省産業技術環境局の講演配布資料から抜粋して作成

経産省：『電気』と関連あるC.N.技術関連投資12兆円/年？；FIT/FIP, 蓄電池，省エネ，NEV，
系統増強，充電施設，CCUS
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経済産業省産業技術環境局の講演配布資料から引用して作成

R4年6月17日時点

経産省：G.I. projectにおいて『電気』に関わるテーマ 約7500億円；次世代洋上風力，太陽電池，水素生成，
次世代電池，EV，Smart Mobility，電動航空機，次世代船舶，・・

10国交省と関連する電気技術多数



環境省地球環境局の講演配布資料から抜粋して作成(3) 環境省の資料から

2050年C.N.に向けた基本的考え方やビジョン；
エネルギー，産業，運輸，地域・くらし（脱炭素先行地域），吸収方策DACCSなど

環境省の施策は国交省や『電気』との関りが大きそう？

環境省：『電気』と関連のあるC.N.技術；太陽光発電設備，PPA支援，高速充電設備拡充，EV導入とその利活用
このほかにもHEMS＋V2H＋MaaS＋物流などをナッジ＋デジタル＋AI技術で構築する試み等
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国交省と関連する電気技術多数



環境省地球環境局の講演配布資料から抜粋して作成
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Ⅳ．電気学会C.N.活動の紹介

2021.7 会長演説 by Osaki.「連携と総合力でグローバルな課題に取り組む！–ポストコロナ社会での活動とカーボンニュートラルへの貢献 -」
概要；電気が寄与できる分野（電力や運輸部門でのR＆D．産業や民生部門での回転機，パワエレ，モータドライブ，LED，家電，スマートシティなど）

2021.8.25        B部門大会 パネルD「デジタル化が切り拓く2050年カーボンニュートラル –電力・エネルギー部門の挑戦–」
概要；脱炭素社会実現にむけた電力と他部門とのセクターカップリング，それらを繋ぐ鍵としての『デジタル化』

2021.8.27        東京支部カンファレンス 特別講演 「脱炭素社会における住宅・建築・都市」 特別講演のため資料なし
2021.9.3          D部門 スマートファシリティ研究会「カーボンニュートラルの実現に向けたスマートファシリティ」 詳細の記述無し
2021年10月 A部門「カーボンニュートラルに向けたエネルギー変換システムの磁気応用技術調査専門委員会」設置

趣旨概要；C.N.に向けたエネルギー変換機器の効率化，磁気応用技術，機器設計，回路・制御技術・解析・センシング技術など
2021.10.21 D部門スマートファシリティ研究会「脱炭素社会2050年を実現するための需要家電力資源を利用したエネルギー」

Keywords；ながら充電，C.N.に向けた需要家電力資源の活用，エネルギーサービス，コジェネ，アグリゲーション，C.N.を目指す電力システム像など
2021.12.15      産業応用フォーラム「次世代自動車用車載・インフラ電源システム」

Keywords；自動車電源，パワエレ技術，給電システム，電池と制御技術，電池のリユース・リサイクル，業務用電動車，V2Gなど
2022.3.15        日本機械学会誌(電気学会合同企画)「カーボンニュートラルへの道･･省エネの視点から･･」 Keywords；省エネ分野の取り組み，省エネ技術，ICTと省エネなど
2022.3.21        全国大会 シンポジウムH1  研究・イノベーション学会との連携企画「2050年カーボンニュートラルを達成するためには–欧米および日本の政策動向から

イノベーションを社会実装するための道筋を考える –」 Keywords；日本のR&D，エネ循環とモノ循環，科学技術イノベーション政策の視点
全国大会 シンポジウムH4  再生可能エネルギー大量導入に伴う系統慣性低下に対応するための技術開発成果– NEDO「再生可能エネルギーの大量導入に向けた
次世代電力ネットワーク安定化技術開発事業」 Keywords；NEDO，系統慣性等の把握技術，慣性力等を備えた制御技術

全国大会一般セッションH5 「IoE社会のエネルギーシステムのグランドデザイン「再エネ主力電源化に向けたパワーエレクトロニクス技術への期待」
Keywords；2050年のエネルギーシナリオ，エネルギー貯蔵装置最適導入量，地域エネルギーシステムデザイン，パワエレ技術，コストなど

全国大会一般セッションH6 「カーボンニュートラル時代の電力需給解析」
Keywords；太陽光発電出力予測誤差解析，送電網における投資や最適運用，調整力の効果比較，解析結果活用事例など

全国大会一般セッションS7  「小型モジュール原子炉（SMR）・新型炉の現状と今後の展望」Keywords；新型炉（高速炉？），高温ガス炉，脱炭素に向けた新型炉，小型炉など
全国大会一般セッションS16「エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス拡大に向けた取り組みカーボンニュートラルに向けた需要家電力資源の活用拡大」

Keywords；スマートグリッド，サービス，ユースケース，市場売買，DER，VPP，IEC 61850，セキュリティなど

電気学会のHP https://www.iee.jp/about/cn-initiative/ 資料のD.L.はフリー

2021年8月～2022年3月までの間の活動例

電気学会：注目するC.N.技術；スマートシティ，スマートファシリティ，エネルギー変換機器，アグリゲーション，スマートグリッド，
NEV，DER，VPP，電池リサイクル/リユース，送電網投資，系統制御，Innovation，R&D，SMR，高温ガス炉，新型炉，・・・

13

国交省と関連する電気関連技術多数

以上のように，①学術会議制御パワー工学分科会，②C.N. に関する連絡会議，③電気学会
の3組織ともに電気関連C.N.技術は 国交省と関連するものが多い

https://www.iee.jp/about/cn-initiative/


①国を挙げての次世代蓄電技術開発を！世界シェアを奪還して日本の産業界に活気を！

再エネを無駄なく使うには蓄電が鍵．課題は重量,コスト,容量,充電時間,廃棄やリサイクル,レアメタル確保，国際問題．

②まずEVやFCVを増やす！ 卵か鶏か，増えれば，充電／水素ステーションも増える．NEVは災害時の救世主．

③道路の整備！電気を蓄電池で運べれば，すなわち道路は第二の送配電網！

④送電網の増設・強化を！ 送電容量増と地中化で，V2G，再エネ活用，防災対策が！

⑤電気エネルギーの「”自”産”自”消」も！ 平場の少ない日本．本気のC.N.なら，屋根上活用を一気に！（PPAは？）

⑥MaaS情報インフラ＋（V2G・VPP・Aggregation・B/HEMS）！

⑦産油国のオイルマネーをCCUSの研究投資に導く道筋を！CCUSが進めばCO2は怖くない？国交省は貯留の用地確保に！

⑧EUのC.N.規制強化に懸念. 今から対応を！

・航空機・船舶；脱炭素化できていないと入国拒否の時代が来るのでは？

・輸出品；きれいなエネルギーで作った製品しか輸出できない時代が来るのでは？

⑨R＆Dにはお金が！企業は内部留保，一方大学基金は，東大はハーバード大の年間予算の1/300（2017年度実績）

・企業内部留保のお裾分け策；大企業には，利益の一定比率でC.N.研究費を拠出していただく仕組みは？

・研究者にインセンティブ付与策；受けた研究支援で得られた利益は，一定比率で研究機関に還元される仕組みは？

Ⅴ．電気関連施策への期待 一電気屋として
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エネルギーと食料を自前で賄えない国は足元を見られるという現実



＜施策を進めて頂く上でお願いしたい点＞

1．No more「知らしむべからず」．昔の日本は「民には知らせる必要はない」との考え方も・・．

→今は，人々が正しく知ってこその「社会受容性」．そしてその先の「施策の速やかな推進」．

＜誤解の例＞

・太陽光発電電力を捨てるのは許せない →電力需給は「同時同量」厳守，送電線容量も超えられぬ

・EVはCO2を出さないからクリーン？ →充電用電気は発電所から．結局は電源構成が鍵！

2．インフラの大変革は一旦走り出すとリセット至難．

＜歴史から見るインフラ設備での課題＞

・発電の50Hz・60Hz地域間断絶問題（糸魚川と富士川ライン）→電力融通の困難，f 変換設備容量の増強

・鉄道軌道の異なる軌間（狭軌・標準軌・広軌）問題→乗り入れ不可．軌間可変電車や整備新幹線など

・道路左通行（車の右・左ハンドル設計）問題→車の輸出入 ・・・等々

本日は学術目線で C.N. に関し注目される個々の電気技術を列挙．これらをピースとして組み換え

統合するのが国の政策力．社会インフラとの関連が強い国交省には，2050年に向け，期待！

Ⅵ. おわりに
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原子力が減って排出係数が上がった

番外
付属資料

発電効率

CO2排出係数など




